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（一級河川の場合）

社会資本整備審議会

（二級河川の場合）

都道府県河川審議会

河川整備計画の
決定・公表

学識経験を有する者
河川整備計画の
案の作成

河川整備基本方針
の案の作成

河川整備基本方針
の決定・公表

都道府県河川審議会がある場合
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長期的な河川整備の最終目標 河川整備基本方針に従って実施する具体的な整備の内容

（計画対象期間 ：20～30年間程度）

○河川整備計画の目標に関する事項

○河川の整備の実施に関する事項

○当該水系に係る河川の総合的な保全と利用に
関する基本方針

○河川の整備の基本となるべき事項

・基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項

・主要な地点における計画高水流量、計画高水位、計画横断形に係る
川幅、流水の正常な機能を維持するため必要な流量に関する事項

（一級河川の場合）

関係都道府県知事

（二級河川の場合）

関係市町村長

・河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事
の施行により設置される河川管理施設の機能の概要

・河川の維持の目的、種類及び施工の場所

関係住民

河川法（昭和３９年７月１０日法律第１６７号）（抄）
（河川整備計画）
第十六条の二河川管理者は、河川整備基本方針に沿つて計画的に河川の整備を実施すべき区間について、当該河川の整備に関する計画（以下「河川整備計画」という。）
を定めておかなければならない。
２（略）
３河川管理者は、河川整備計画の案を作成しようとする場合において必要があると認めるときは、河川に関し学識経験を有する者の意見を聴かなければならない。
４河川管理者は、前項に規定する場合において必要があると認めるときは、公聴会の開催等関係住民の意見を反映させるために必要な措置を講じなければならない。
５河川管理者は、河川整備計画を定めようとするときは、あらかじめ、政令で定めるところにより、関係都道府県知事又は関係市町村長の意見を聴かなければならない。
６（略）

７前三項から前項までの規定は、河川整備計画の変更について準用する。

意見聴取

意見聴取

意見を反映させる
ために必要な措置

意見聴取

河川整備基本方針と河川整備計画の概要

1
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三重河川国道事務所

河川整備計画策定

河川整備計画変更

事業の推進

河川整備計画点検

河川整備計画変更の内容検討

河川整備計画変更原案の公表

変更必要
変更不要

変更手続き

説明

意見

説明

意見

説明

意見

地
域
住
民
な
ど

流
域
委
員
会

※毎年開催

河川整備計画の点検及び変更の全体の流れ

２



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所

平成25年２月25日付
本省からの事務連絡「河川整備計画の点検及び変更について」
で明記がある点検項目

１．流域の社会情勢の変化

・土地利用の変化

・人口・資産等の変化

・近年の洪水等による災害の発生の状況 等

２．地域の意向

・地域の要望事項等

３．事業の進捗状況

・事業完了箇所

・事業中箇所の進捗率 等

４．事業の進捗の見通し

・当面の段階的な整備の予定 等

５．河川整備に関する新たな視点

・地震津波対策 等

Ａ

Ｂ

・原則として、河川整備計画の点検（レビュー）は毎年開催。
・再評価を受ける年は、本省事務連絡に基づいた全項目を点検報告。
・その他の年は、事業の進捗状況等を報告。

１年目 ： ※再評価

１年目 ： ※再評価

３年目 ：

２年目 ：

４年目 ：

５年目 ：

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

河川整備計画の点検について

３
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亀山市

鈴鹿市

四日市市整備項目 整備箇所
R6年度末時点

実施箇所（予定）

堤防整備 約10.6km 約0.2km

高潮堤整備 約1.2km 約1.2km

護岸整備 約7.3km 約2.1km

河道掘削 約2,166千m3 約675千m3

浸透対策 約14.8km 約0.1km

橋脚補強 4箇所 0箇所

堰改築 5箇所 0箇所

天端保護 約8.9km 約8.9km

法尻補強 約6.1km 約6.1km

雲出川

鈴鹿川 進捗状況

【事業進捗状況図】

概ね30年間の主な整備内容

凡例

未実施

事業実施中

事業実施済

地区名

高潮地区

高潮堤整備 河道掘削

河道掘削 浸透対策

浸透対策 橋脚補強

橋脚補強

堤防整備 堤防整備

護岸整備 高潮堤整備

河道掘削 護岸整備

浸透対策 河道掘削

橋脚補強 浸透対策

堰改築 橋脚補強

天端保護 天端保護

内部川地区

堤防整備 堤防整備

高潮堤整備 護岸整備

護岸整備 河道掘削

河道掘削 浸透対策

浸透対策 橋脚補強

橋脚補強 堰改築

天端保護 天端保護

派川地区

堤防整備 堤防整備

護岸整備 護岸整備

河道掘削 河道掘削

浸透対策 浸透対策

橋脚補強 橋脚補強

堰改築 堰改築

天端保護 天端保護

左岸中流部地区 河道掘削 堤防整備

護岸整備 護岸整備

浸透対策 河道掘削

橋脚補強 浸透対策

右岸下流地区

堤防整備 堤防整備

浸透対策 護岸整備

天端保護 河道掘削

法尻補強 浸透対策

安楽川地区

堤防整備

護岸整備

河道掘削

浸透対策

堰改築

天端保護

法尻補強

右岸上流部地区

堤防整備 堤防整備

護岸整備 浸透対策

河道掘削 天端保護

浸透対策 法尻補強

橋脚補強

堰改築

天端保護

右岸中流部地区

堤防整備 堤防整備

護岸整備 護岸整備

河道掘削 河道掘削

浸透対策 浸透対策

堰改築 堰改築

天端保護 天端保護

法尻補強 法尻補強

左岸上流部地区

➢ 整備目標流量を安全に流下させるため、護岸整備、河道掘削、樹木伐採を重点的に進めており、河川整備計

画（平成28年12月策定）に基づく事業の進捗率は、事業費ベースで約24％程度となっています。

➢ 引き続き、関係機関と十分な連携・調整を図りながら事業を実施していきます。

4

流域調整係
済み

完了済

完了済

完了済

堤防整備 河道掘削

護岸整備 護岸整備

河道掘削 浸透対策

浸透対策 橋脚補強

橋脚補強

左岸下流地区



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所鈴鹿川 実施中の事業

【河川概要】
流域面積 320km2
管理延長 41.2km
都道府県名 三重県
基本方針策定 H20.6
整備計画策定 H28.12
事業評価年度 R2

B/C=69.8

位置図

①鈴鹿川下流部河道掘削事業

②鈴鹿川派川河道掘削事業

③鈴鹿川第１・第２頭首工の改築
（調査設計）

5



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所鈴鹿川 事業の内容

①鈴鹿川下流部河道掘削事業

➢ 鈴鹿川（四日市市塩浜地先）では、整備目標流量を
安全に流下させるため、河道掘削、低水護岸整備、
橋梁補強を実施する必要があります。

➢ 現在、河道掘削、低水護岸整備を実施しており、引
き続き、事業を実施します。

工事イメージ図

位置図

６

対策前 対策後

２０２４年１月８日撮影

鈴鹿川

河道掘削

２０２２年５月３０日撮影

鈴鹿川



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所鈴鹿川 事業の内容

③鈴鹿川第１・第２頭首工の改築（調査設計）

➢ 鈴鹿川（鈴鹿市甲斐町地先他）では、整備目標流量を安全に流下
させるため、鈴鹿川第１・第２頭首工の改築を実施する必要があ
ります。

➢ 現在、調査設計を実施しており、引き続き、工事実施に向けて関
係機関等と連携・調整を図りながら事業を実施します。

三重県鈴鹿市甲斐町地先他
みえけん すずかし かいちょう

位置図

７

地質ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査

２０１９年１１月２日撮影

関係機関との調整会議

２０２４年３月８日撮影



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所雲出川 進捗状況

８

➢ 整備目標流量を安全に流下させるため、堤防整備、河道掘削、樹木伐採、護岸整備を重点的に進めており、
河川整備計画（平成26年11月策定）に基づく事業の進捗率は、事業費ベースで約51％程度となっています。

➢ 引き続き、関係機関（三重県、津市、松阪市）と十分な連携・調整を図りながら事業を実施していきます。

【事業進捗状況図】概ね30年間の主な整備内容

完了済

完了済

完了済

完了済

完了済

流域調整係
済み

整備項目 整備箇所
R6年度末時点

整備箇所（予定）

堤防整備 9.3km 1.2km

高潮堤対策 3.1km 3.1km

耐震対策 0.8km 0.3km

河道掘削

（樹木伐採含）
1,515千m3 511千m3

護岸整備 5.6km 1.3km

水門整備 1式 ー

排水樋門・樋管

整備
3箇所 ー

堰改築 3箇所 ー

橋梁改築・補強 3箇所 ー

洪水調節施設 1式 ー

堰撤去 3箇所 2箇所

樋管撤去 3箇所 ー

樋管改築 1箇所 1箇所

揚水機場

水路整備
1式 1式

天端保護 12.6km 12.6km

法尻補強 4.6km 4.6km



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所

【河川概要】
流域面積 550km2
管理延長 28.5km
都道府県名 三重県
基本方針策定 H18.9
整備計画策定 H26.11
事業評価年度 R4

B/C=23.7
（参考：当面の段階的な整備）

B/C=10.7  

位置図

①雲出古川高峯・川原堤防整備事業

④中村川下流部河道掘削事業

③雲出川須ヶ瀬・其村堤防整備事業

②雲出川中流部河道掘削事業⑤雲出川遊水地関連の整備
（調査設計）

雲出川 実施中の事業

９



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所雲出川 事業の内容

１０

①雲出古川高峯・川原堤防整備事業

➢ 雲出古川（津市雲出伊倉津町地先他）では、
整備目標流量を安全に流下させるため、堤防
整備を実施する必要があります。
引き続き、事業を実施します。 工事イメージ図

位置図

対策前 対策後

２０２３年９月２５日撮影 ２０２４年３月２８日撮影

堤防整備

雲出古川

雲出古川



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所雲出川 事業の内容

１１

工事イメージ図

位置図②雲出川中流部河道掘削事業

➢ 雲出川（津市須ヶ瀬町地先）では、整備目標
流量を安全に流下させるため、河道掘削を実
施する必要があります。

➢ 現在、河道掘削を実施しており、引き続き、
事業を実施します。

対策前 対策後

２０２３年５月２５日撮影 ２０２４年３月２０日撮影

河道掘削

雲出川
雲出川



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所

⑤雲出川遊水地関連の整備（調査設計）

雲出川 事業の内容

１２

➢ 雲出川（津市牧町地先他）では、整備目標流量を安全に流下
させるため、流域内の遊水機能の確保（無堤部対策）を実施
する必要があります。

➢ 現在、調査設計を実施しており、引き続き、工事実施に向け
て関係機関等と連携・調整を図りながら事業を実施します。

三重県津市牧町地先他
みえけん つし まきちょう

位置図

地元説明会

関係機関との調整会議

２０２１年２月２２日撮影

地質ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査

２０２２年３月撮影

用地幅杭打設

２０２４年７月3日撮影

２０２２年７月13日撮影

用地境界立合

２０２２年７月１１日撮影



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所

整備項目 整備箇所
令和6年度末時点
整備箇所（予定）

河道掘削・
0.6km 0.5km

樹木伐採

橋梁改築 1箇所 ー

堤防整備
14.6km 9.4km

（築堤）

低水護岸整備 1.0km 0.1km

高水護岸整備 0.4km ー

天端保護 5.8km 5.8km

法尻補強 1.0km 1.0km

高潮堤整備 3.5km 3.5km

耐震対策 2.2km 1.6km

櫛田川 進捗状況

➢ 整備目標流量を安全に流下させるため、堤防整備、河道掘削、樹木伐採を重点的に進めており、
河川整備計画（平成17年8月策定）に基づく事業の進捗率は、事業費ベースで約73％程度となっています。

➢ 引き続き、関係機関（三重県、松阪市）と十分な連携・調整を図りながら事業を実施していきます。

概ね30年間の主な整備内容

河道掘削・樹木伐採

橋梁改築

堤防整備

高潮堤防整備

耐震対策

天端保護

法尻補強

右岸下流地区

天端保護

右岸上流地区

天端保護 天端保護

法尻補強

左岸上流地区

天端保護

支川佐奈川地区

【事業進捗状況図】

河道掘削・樹木伐採 河道掘削・樹木伐採

橋梁改築 橋梁改築

堤防整備 堤防整備

低水護岸整備 高潮堤防整備

高水護岸整備 耐震対策

高潮堤防整備 天端保護

耐震対策 法尻補強

天端保護

法尻補強

左岸下流地区

未実施

事業進捗中

事業実施済

凡例

地区名

１３

完了済

完了済

完了済

流域調整係



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所櫛田川 実施中の事業

位置図 【河川概要】
流域面積 436km2
管理延長 22.6km
都道府県名 三重県
基本方針策定 H15.10
整備計画策定 H17.8
事業評価年度 R3

B/C=14.4
（参考：当面の段階的な整備）

B/C=10.9

①櫛田川清水堤防整備事業

１４



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所櫛田川 事業の内容

①櫛田川清水堤防整備事業

➢ 櫛田川（松阪市清水町地先）では、整備目標流量を
安全に流下させるため、堤防整備、低水護岸を実施
する必要があります。

➢ 現在、堤防整備・低水護岸を実施しており、引き続
き、整備を実施します。

工事イメージ図

位置図

１５

対策前 対策後

２０２３年９月２７日撮影 ２０２４年３月２２日撮影

法覆護岸

櫛田川

櫛田川



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所宮川 事業の内容

山田上口

JR参宮線橋

凡 例

堤防整備（腹付け、嵩上げ）
堤防強化（侵食対策）・低水護岸整備
堤防強化（侵食対策）・高水護岸整備
堤防強化（浸透対策）
河道掘削
横断工作物の改築
内水対策
堤防等の耐震対策
天端保護（再構築ビジョンの取組）
緊急堤防整備（勢田川流域等浸水対策実行計画）

宮川左岸上流
堤防整備

大湊川

堤防整備
高水護岸整備

浸透対策
天端保護

宮川左岸中流

堤防整備
低水護岸整備
高水護岸整備

浸透対策

宮川右岸下流

堤防整備
低水護岸整備
高水護岸整備

浸透対策

宮川右岸中流

耐震対策

大湊川

➢ 整備目標流量を安全に流下させるため、堤防整備、河道掘削、内水対策を重点的に進めており、河川整備計

画（平成27年11月策定）に基づく事業の進捗率は、事業費ベースで５８％程度となっています。

➢ 引き続き、関係機関と十分な連携・調整を図りながら事業を実施していきます。

【事業進捗状況図】

完了済

地区名

未実施

事業実施中

事業実施済

凡例

完了済

完了済

完了済

河川名 整備項目 整備所
R5年度末時点

整備箇所

宮川 天端保護 0.07km 0.07km

勢田川
緊急堤防整備 0.2km 0.2km

緊急堤防整備（嵩上げ） 1.4km 1.4km

堤防整備
河道掘削

横断工作物の改築

内水対策
（ポンプ増強）

緊急堤防整備

勢田川

堤防整備
低水護岸整備
高水護岸整備

浸透対策

宮川左岸下流

▼河川整備計画メニューの進捗状況

▼追加メニューの進捗状況

河川名 整備項目 整備所
R6年度末時点

整備箇所

宮川

堤防整備
（腹付け、嵩上げ）

11.1km 4.9km

低水護岸整備 2.4km 1.9km

高水護岸整備 5.9km 3.2km

浸透対策 3.1km 0.6km

勢田川

堤防整備 0.4km 0.0km

河道掘削 79千m3 79千m3

横断工作物の改築 １橋 0橋

内水対策
（桧尻川排水機場増強）

1施設 0施設

大湊川 堤防等の耐震対策 1.1km 0.7km

１６



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所宮川 実施中の事業

【河川概要】
流域面積 920km2
管理延長 21.6km
都道府県名 三重県
基本方針策定 H19.11
整備計画策定 H27.11
事業評価年度 H27

B/C=23.0
（参考：当面の段階的な整備）

B/C=48.2

位置図

①宮川西豊浜堤防整備事業

②勢田川流域浸水対策緊急事業

③大湊川堤防耐震事業

④宮川小俣堤防整備事業

⑤宮川御園堤防整備事業

１７



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所宮川 事業の内容

①宮川西豊浜堤防整備事業

➢ 宮川（伊勢市磯町地先）では、整備目標流量を安
全に流下させるため、堤防整備を実施する必要が
あります。

➢ 現在、堤防整備を実施しており、引き続き、事業
を実施します。

工事イメージ図

位置図

対策前 対策後

２０２２年１１月１４日撮影

宮
川

堤防整備

宮
川

１８

２０２４年４月７日撮影



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所宮川 事業の内容

②勢田川流域浸水対策緊急事業

➢ 勢田川（伊勢市吹上地先他）では、整備目標流量を安全に流下させ
るため、河道掘削等を実施する必要があります。また、内水対策と
してポンプ増強を実施する必要があります。

➢ 勢田川流域では、平成29年10月台風第21号による浸水被害を受け、
市、県、国で「浸水対策実行計画」を策定し、三者で総合的・一体
的に対策を進めています。

➢ 現在、河道掘削、ポンプ増強（桧尻川排水機場）を実施しており、
引き続き、事業を実施します。

工事イメージ図

位置図

勢
田
川

２０２３年６月１日撮影

河道掘削

２０２３年１１月１１日撮影

対策前 対策後

１９



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所宮川 事業の内容

②勢田川流域浸水対策緊急事業

対策状況（桧尻川排水機場ポンプ増強）

２０２３年９月７日撮影

勢田川

桧尻川

桧尻川排水機場ポンプ増強本体工事 着工式

２０２２年６月１１日撮影

対策後イメージ

樋門上屋工完了時 勢田川

桧尻川

２０

２０２４年７月２８日撮影



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所宮川 事業の内容

③大湊川堤防耐震事業

➢ 大湊川（伊勢市大湊町町地先）では、大規模地震等で基礎地盤の
液状化等により堤防の沈下、崩壊、ひび割れ等が生じた場合、浸
水による二次災害及び津波による被害の恐れがあります。そのた
め、耐震対策を実施する必要があります。

➢ 現在、耐震対策を実施しており、引き続き、事業を実施します。

対策中

三重県伊勢市大湊町地先
みえけん いせし おおみなとちょう

耐震対策

工事イメージ図

位置図

２１

大湊川

第二湊橋

２０２４年０６月２５日撮影



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所宮川 事業の内容

④宮川小俣堤防整備事業

➢ 宮川（伊勢市小俣町地先）では、整備目標流量を
安全に流下させるため、堤防整備を実施する必要
があります。

➢ 現在、堤防整備を実施しており、引き続き、事業
を実施します。

対策前 対策後

工事イメージ図

位置図

２０２３年４月７日撮影２０２２年１１月１４日撮影

２２



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所宮川 事業の内容

⑤宮川御薗堤防整備事業

➢ 宮川（伊勢市御薗町地先）では、整備目標流量を
安全に流下させるため、堤防整備を実施する必要
があります。

➢ 現在、堤防整備を実施しており、引き続き、事業
を実施します。

対策前 対策後

工事イメージ図

位置図

２０２３年３月１日撮影２０２２年７月８日撮影

２３



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所利水に関する取組

➢ 雲出川水系において、令和5年10月19日に雲出川渇水調整協議会を開催し、気候変動がもたらす影響への
適応策の一つとして、渇水時の備えとなる「雲出川渇水対応タイムライン」を策定しました。

➢ 雲出川渇水対応タイムラインは、河川管理者、水道事業者（上水道、工業用水）、農業系利水者といった
様々な立場の機関・組織などが「君ヶ野ダムの貯水率１００％～０％の各状況」に応じて行う「渇水の進
展、影響・被害を軽減するための対策とその時期」（行動計画）を明記したものです。

２４



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所鈴鹿川水系渇水対策支部 情報連絡室を設置

➢ 鈴鹿川の基準点である高岡地点において、渇水基準0.8m3/sを一定期間下回ったため
渇水対策支部運営計画書に基づき、鈴鹿川水系情報連絡室を令和6年8月16日に設置しました。
情報連絡室設置は、渇水対策支部体制に入る前の準備段階であり、
関係機関への情報提供や支部設置に向けた調整を行います。

➢ その後、降雨により流量が回復され、以降の降雨予想からも今後渇水の危険性は少なくなったため、
情報連絡室を8月20日に解散しました。

２５

広報資料

三重河川国道事務所HP
のトピックスに掲載



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所鈴鹿川 環境に関する取組（水生生物調査）

②河原田橋

④和泉橋⑤亀山橋

鈴鹿川

安楽川

内部川

鈴鹿川派川

①新矢矧橋

③庄野橋

➢ 三重河川国道事務所では、川の水質保全の重要性や河川愛護の関心等を深めるために「水生生物調査」を
毎年実施しています。

➢ 今年度は、鈴鹿川では2地点2団体29名の地域の学校の参加により調査を実施しました。
➢ 生物学的水質判定指標からみて、良好な水質環境が保たれていると考えられます。

④和泉橋【安楽川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 (事務所) Ⅱ（参考）

令和５年 （事務所） Ⅰ（参考）

令和６年 （事務所） Ⅰ（参考）

②河原田橋【内部川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 19人 Ⅱ

令和５年 20人 Ⅱ

令和６年 20人 Ⅱ

⑤亀山橋【鈴鹿川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 （事務所） Ⅱ（参考）

令和５年 （事務所） Ⅰ（参考）

令和６年 （事務所） Ⅰ（参考）

③庄野橋【鈴鹿川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 22人 Ⅱ

令和５年 6人 Ⅰ

令和６年 9人 Ⅰ

庄野橋（R6)

水生生物調査の実施状況

確認された指標生物（R6調査）

河原田橋(R6)

水質階級Ⅰ

カワゲラ類

ナミウズムシ

水質階級Ⅱ 水質階級Ⅳ

コガタシマトビケラ アメリカザリガニ

２６

コオニヤンマ ユスリカ類

※参考：川の生き物を調べよう 水生生物による水質判定
環境省水・大気環境局、国土交通省水管理・国土保全局 編

①新矢矧橋【内部川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 (事務所） Ⅱ（参考）

令和５年 (事務所） Ⅱ（参考）

令和６年 (事務所） Ⅱ（参考）



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所
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数

調査年度

魚類 種数の経年推移（重要種）

鈴鹿川 環境に関する取組（河川水辺の国勢調査）

●河川水辺の国勢調査の実施状況（鈴鹿川：H13以降）

鈴鹿川

安楽川

内部川 鈴鹿川派川

調査地区

２７

特定外来生物
(カダヤシ)

重要種
（スナヤツメ類）

（外来種数）

（重要種数）

➢ 河川水辺の国勢調査として、鈴鹿川では令和5年度は魚類調査を実施しました。
➢ 平成30年度に調査地点を追加したことから、確認種数は増えていますが、その後は横ばいです。
➢ 重要種数は、平成30年度に多く確認されていましたが、それ以外はほぼ10種前後で推移しています。
➢ 外来種数は平成25年度以降、増加傾向で推移しています。

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

魚類 ● ● ● ● ●

底生動物 ● ● ● ● ●

鳥類 ● ● ●

両生類・爬虫類・哺乳類 ● ● ●

陸上昆虫類 ● ● ●

植物 ● ● ●

河川環境基図 ● ● ● ● ●

（確認種数）
●魚類

鈴派三１の
地点追加

鈴内三１

鈴鈴三３

鈴鈴三１

鈴派三１

鈴鈴三２

鈴鈴三４
凡例

調査地区

重要種（カジカ）
※今回初確認



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所

雲出川

波瀬川

中村川

④桜づつみ公園

②小戸木橋

①小野江頭首工

③高野頭首工

雲出川 環境に関する取組（水生生物調査）

２８

➢ 雲出川における水生生物調査の実施状況について、今年度は１地点１団体31名の地域の学校の参加により
実施しました。

➢ 生物学的水質判定指標からみて、良好な水質環境が保たれていると考えられます。

小野江頭首工

水生生物調査の実施状況

R6

R6

確認された指標生物（R6調査）

水質階級Ⅰ

ヘビトンボ

ナガレトビケラ類

水質階級Ⅱ

ヒラタドロムシ類

水質階級Ⅳ

コガタシマトビケラ類

ユスリカ類

※参考：川の生き物を調べよう 水生生物による水質判定
環境省水・大気環境局、国土交通省水管理・国土保全局 編

④桜づつみ公園【中村川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 （事務所） Ⅱ（参考）

令和５年 (事務所） Ⅰ（参考）

令和６年 (事務所） Ⅰ（参考）

③高野頭首工【雲出川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和５年 (事務所） Ⅱ（参考）

①小野江頭首工【雲出川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 23人 Ⅰ

令和５年 28人 Ⅱ

令和６年 31人 Ⅱ

②小戸木橋【雲出川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 (事務所） Ⅱ（参考）

令和５年 (事務所） Ⅰ（参考）

令和６年 (事務所） Ⅰ（参考）



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所
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雲出川 環境に関する取組（河川水辺の国勢調査）

●河川水辺の国勢調査の実施状況（雲出川：H13以降）

２９

重要種（ハイタカ）

重要種（コクガン）

➢ 河川水辺の国勢調査として、雲出川では令和5年度は鳥類調査と河川環境基図調査を実施しました。
➢ 鳥類調査については、確認種数は平成14年度～平成25年度は横這いでしたが、令和5年度はチドリ目、ペ

リカン目の種が減少し、全体種数が減少しています。
➢ 重要種数もチドリ目の確認種数が少なかったことにより、令和5年度調査では減少しています。

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

魚類 ● ● ● ● ●

底生動物 ● ● ● ● ●

鳥類 ● ● ● ●

両生類・爬虫類・哺乳類 ● ● ●

陸上昆虫類 ● ● ●

植物 ● ● ●

河川環境基図 ● ● ● ● ●

（重要種数）
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（外来種数）

雲出川

雲出古川

中村川

波瀬川

調査地区

凡例

調査地区(1kピッチのスポットセンサス調査）

●鳥類

（確認種数）

重要種（コチドリ）

チドリ目、ペリカン
目が減少



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所
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雲出川 環境に関する取組（河川水辺の国勢調査）

➢ 植生面積は、木本類が平成14年度から平成30年度にかけて増加していましたが、令和5年度調査ではやや
減少しています。

➢ 重要種群落面積は、近年はほぼ横ばい傾向です。
➢ 外来種群落面積は、近年拡大傾向となっています。

雲出川

雲出古川

中村川

波瀬川

●河川水辺の国勢調査の実施状況（雲出川：H13以降）

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

魚類 ● ● ● ● ●

底生動物 ● ● ● ● ●

鳥類 ● ● ● ●

両生類・爬虫類・哺乳類 ● ● ●

陸上昆虫類 ● ● ●

植物 ● ● ●

河川環境基図 ● ● ● ● ●

（重要種群落）

（外来種群落）

（全群落）

※調査は直轄区間全域で実施

調査地区

重要種群落
（ホソバノハマアカザ-

ハママツナ群集）

外来種群落
（シナダレスズメガヤ群落）

外来種群落
（センダン群落）
※今回初確認 ３０



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所

櫛田川

佐奈川

⑤JR佐奈川橋梁

④櫛田橋

②両郡橋

⑥大峯橋・槙尾橋

③新屋敷取水堰

①佐伯中

櫛田川 環境に関する取組（水生生物調査）

➢ 櫛田川における水生生物調査について、今年度は4地点8団体264名の地域の学校及び活動団体の参加によ
り実施しました。

➢ 生物学的水質判定指標からみて、JR佐奈川橋梁を除き、良好な水質環境が保たれていると考えられます。

③新屋敷取水堰【櫛田川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 （事務所） Ⅱ（参考）

令和５年 （事務所） Ⅱ（参考）

令和６年 （事務所） Ⅱ（参考）

④櫛田橋【櫛田川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 66人 Ⅰ

令和５年 117人 Ⅰ

令和６年 80人 Ⅰ

②両郡橋【櫛田川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 47人 Ⅰ

令和５年 12人 Ⅰ

令和６年 12人 Ⅰ

①佐伯中【櫛田川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 （事務所） Ⅱ（参考）

令和５年 （事務所） Ⅰ（参考）

令和６年 （事務所） Ⅰ（参考）

⑤JR佐奈川橋梁【佐奈川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 35人 Ⅳ

令和５年 49人 Ⅳ

令和6年 53人 Ⅳ

⑥大峯橋・槙尾橋【佐奈川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 137人 Ⅱ

令和５年 5人 Ⅱ

令和６年 119人 Ⅱ

２６

※参考：川の生き物を調べよう 水生生物による水質判定
環境省水・大気環境局、国土交通省水管理・国土保全局 編

確認された指標生物（R6調査）

水質階級Ⅰ

ナミウズムシ

ヒラタカゲロウ類

水質階級Ⅱ 水質階級Ⅳ

コガタシマトビケラ類 アメリカザリガニ

ヒラタドロムシ類

３１

水生生物調査の実施状況

櫛田橋(R6) JR佐奈川橋梁(R6)

槙尾橋(R6)両郡橋(R6)

サカマキガイ



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所

櫛田川

佐奈川

櫛田川 環境に関する取組（河川水辺の国勢調査）

➢ 河川水辺の国勢調査として、櫛田川では令和5年度は植物調査を実施しました。
➢ 確認種数は平成25年度以降、やや増加傾向となっています。
➢ 重要種数は、平成16年に減少していますが、年々増加傾向となっています。
➢ 外来種数は平成25年度までは増加傾向でしたが、以降は横這いとなっています。

●河川水辺の国勢調査の実施状況（櫛田川：H13以降）

調査地区

重要種（クマガイソウ）
※今回初確認

外来種
（オオニシキソウ）

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

魚類 ● ● ● ● ●

底生動物 ● ● ● ● ●

鳥類 ● ● ●

両生類・爬虫類・哺乳類 ● ● ●

陸上昆虫類 ● ● ●

植物 ● ● ●

河川環境基図 ● ● ● ● ●
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556
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731

重要種（バクチノキ）
※今回初確認

櫛櫛三F４

櫛櫛三F１

櫛櫛三F２

櫛櫛三F３

櫛佐三F１

櫛櫛三F５

凡例

調査地区

３２



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所櫛田川自然再生事業 （氾濫原・湿地環境の再生）

➢ 櫛田川では土砂堆積による陸域化が進行し、外来植生の拡大や樹林化が進行しているため、令和６年度より
砂州の切り下げに着工し、河道内の湿地環境の再生を図ってまいります。

➢ 河道掘削にあたっては、ワンドを形成するなど、多様な河床環境が形成されるよう工事実施時には配慮して
いきます。

ヒメガマ群落

（整備後のイメージ）

R5.6撮影

櫛田川4k付近右岸

水際にヒメガマ等
の抽水植物が生育
する環境が形成さ
れている。

３３



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所

③御側橋

宮川

五十鈴川
勢田川

大湊川

②宮川水管橋下流（昼田）

①度会橋

宮川 環境に関する取組（水生生物調査）

➢ 宮川における水生生物調査の実施状況について、今年度は公募の結果、小学校等の団体参加による実施は
ありませんでした。

➢ 生物学的水質判定指標からみて、良好な水質環境が保たれていると考えられます。

度会橋(R6)御側橋(R6)

水生生物調査の実施状況

②宮川水管橋下流（昼田）【宮川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 （事務所） Ⅰ（参考）

令和５年 （事務所） Ⅰ（参考）

令和６年 （事務所） Ⅰ（参考）

①度会橋【宮川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 （事務所） Ⅱ（参考）

令和５年 （事務所） Ⅰ（参考）

令和６年 （事務所） Ⅱ（参考）

確認された指標生物（R6調査）

水質階級Ⅰ

ヒラタカゲロウ類

ナガレトビケラ類

水質階級Ⅱ

コオニヤンマ

カワニナ類

水質階級Ⅳ

ユスリカ類

③御側橋【五十鈴川】

調査時期 参加人数 水質階級

令和４年 （事務所） Ⅱ（参考）

令和５年 （事務所） Ⅱ（参考）

令和６年 （事務所） Ⅱ（参考） ※参考：川の生き物を調べよう 水生生物による水質判定
環境省水・大気環境局、国土交通省水管理・国土保全局 編 ３４

アメリカザリガニ



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所
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宮川 環境に関する取組（河川水辺の国勢調査）

➢ 河川水辺の国勢調査として、宮川では令和5年度は魚類調査、底生動物調査、両生類・爬虫類・哺乳類調査
を実施しました。

➢ 魚類調査では、確認種数、重要種数、外来種数ともに近年は横這い傾向となっています。

五十鈴川

大湊川

勢田川

宮川

宮宮三３

宮宮三１

宮宮三２

凡例

調査地点
宮宮三４

●河川水辺の国勢調査の実施状況（宮川：H13以降）

調査地区

３５

●魚類
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純淡水魚 回遊魚 汽水・海水魚
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76 80 83 83 81 82

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

魚類 ● ● ● ● ●

底生動物 ● ● ● ● ●

鳥類 ● ● ●

両生類・爬虫類・哺乳類 ● ● ●

陸上昆虫類 ● ● ●

植物 ● ● ●

河川環境基図 ● ● ● ● ●
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国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所
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五十鈴川

大湊川

勢田川

宮川

宮宮三３

宮宮三１

宮宮三２

凡例

調査地点
宮宮三４

●河川水辺の国勢調査の実施状況（宮川：H13以降）

調査地区

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

魚類 ● ● ● ● ●

底生動物 ● ● ● ● ●

鳥類 ● ● ●

両生類・爬虫類・哺乳類 ● ● ●

陸上昆虫類 ● ● ●

植物 ● ● ●

河川環境基図 ● ● ● ● ●

宮川 環境に関する取組（河川水辺の国勢調査）

➢ 底生動物調査では、確認種数は平成30年度以降は横這い傾向となっています。
➢ 重要種数は平成25年度以降、増加傾向となっています。
➢ 外来種数は、概ね横這い傾向となっています。

●底生動物

（確認種数）
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３６



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所宮川 環境に関する取組（河川水辺の国勢調査）

五十鈴川

大湊川

勢田川

宮川

宮宮三２

宮宮三１

凡例

調査地点
宮宮三３

●河川水辺の国勢調査の実施状況（宮川：H13以降）

調査地区

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

魚類 ● ● ● ● ●

底生動物 ● ● ● ● ●

鳥類 ● ● ●

両生類・爬虫類・哺乳類 ● ● ●

陸上昆虫類 ● ● ●

植物 ● ● ●

河川環境基図 ● ● ● ● ●

（重要種数）

（外来種数）

➢ 両生類・爬虫類・哺乳類調査では、平成25年度以降、無人撮影等調査方法を追加していることから、種数
が増加しています。

➢ 重要種数は、概ね横這い傾向です。
➢ 外来種数は、令和5年度調査ではアライグマが新たに確認されるなど、増加傾向となっています。

重要種【両生類】
（アカハライモリ）

※今回初確認

●両生類・爬虫類・哺乳類

（確認種数）

重要種【爬虫類】
（ニホンイシガメ）

外来種【哺乳類】
（アライグマ）
※今回初確認

調査手法の追加
による増加

３７



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所宮川玉城かわまちづくり事業

３８

➢ 令和5年8月にかわまちづくり計画に登録され、宮川左岸10k付近のたまき水辺の楽校でかわまちづくりを進
めています。

➢ 利活用が進められており、今年度は7月に水辺で乾杯を、8月に設計に向けたワークショップを開催しました。
➢ さらなる水辺の利用推進に向けて親水護岸の設計を行い、今後施工を進めてまいります。

利活用の状況

親水護岸
船着き場

整備イメージ

親水護岸の設計

宮川本川周辺の利活用の推進とともに、
カヌーの利活用の推進を図ります。

図面を共有しながら設計について
意見交換を行いました。

デイキャンプ
（R4.11.5）

水辺で乾杯（R6.7.7）

カヌーイベント（R6.7.28）

ワークショップ
デイキャンプでの出店（R4.11.5）



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所三重四川における維持管理に関する取組

➢ 河川巡視・点検等により状況把握を行い、維持管理対策を実施します。
➢ 得られた知見を分析・評価し、河川維持管理計画に反映するサイクルの体系を構築しています。

安全な河川敷地利用連絡協議会
（水難事故対策）

台風期点検・出水期前点検 重要水防箇所の合同巡視 機械・電気設備の点検

勢田川等水面利用対策協議会
（不法係留船対策）

治水

利水

河川
環境

河川の巡視・点検・調査
河川管理施設等の点検・維持管理
河道の維持管理
危機管理対策

流量等のモニタリング
渇水時の対応等（水利用の調整）

河川空間の保全と利用
水難事故の防止
不法占用・不法行為等の防止
住民参加と地域連携による川づくり

維持管理

協議会設立後の
不法係留船舶数の推移

宮川渇水調整協議会

３９

（隻数）
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H22.1 H25.2 H28.11 R1.6 R4.2 R6.12



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所鈴鹿川 事業の内容（維持）

河川維持修繕事業

➢ 河川管理上支障となっている樹木の伐採等を行い、流下能力の回復を図りました。
➢ 護岸が洗堀されている箇所の補修を行いました。
➢ 今後も、河道の状況（樹木繁茂、堤防・護岸の損傷）等を把握しながら、適切な維持管理に努めていきます。

４０

樹木伐採後樹木伐採前

２０２３年５月１９日撮影

樹木伐採

２０２３年８月１８日撮影 鈴
鹿
川

護岸被災後

護岸補修完了後

鈴
鹿
川

鈴鹿川

鈴鹿川

樹木伐採

護岸補修



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所雲出川 事業の内容（維持）

４１

河川維持修繕事業

➢ 河川管理上支障となっている樹木の伐採等を行い、流下能力の回復を図りました。
➢ 今後も、河道の状況等を把握しながら、適切な維持管理に努めていきます。

対策前

対策後

雲
出
川

樹木伐採

２０２4年１０月末撮影

２０２４年４月末撮影

雲
出
川



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所櫛田川 事業の内容（維持）

４２

河川維持修繕事業
➢ 河川管理上支障となっている樹木の伐採を行い、流下能力の回復を図りました。
➢ 今後も、河道の状況等を把握しながら、適切な維持管理に努めていきます。

対策前 対策後

櫛
田
川

２０２４年５月３０日撮影

櫛
田
川

樹木伐採

２０２４年１２月１１日撮影



国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所宮川 事業の内容（維持）

河川維持修繕事業

➢ 河川管理上支障となっている樹木の伐採を行い、流下能力の回復を図りました。
➢ 今後も、河道の状況等を把握しながら、適切な維持管理に努めていきます。

対策前

対策後

宮
川

宮
川 樹木伐採

２０２４年10月２５日撮影

２０２4年12月25日撮影

４３

宮
川

樹木伐採


